行で もいた します、 どうかお 弟子に してく ださい ませ」 

女の 弟 は それに 続けて 云った。 

「私 も 幾度 も 思いと まらせ ようといた しました が、 よ 

ほど 思いつめて おります から、 どうか 人間 一人 を 助け 

ると 思って、 曲げて お許し を 願いたい と 思います」 

住持 はどうした ものだろう かと 云うよう な 表情 をし 

て 名 音 を 見た。 名 音 は それほど 思いつめ るに は、 よ ほ 

ど 苦しい 過去 を 持って いるに 違いない と 思って、 すつ 

かリ 女に 同情して しま つ た。 

き 

「住持 様、 あんなに おっしゃい ますから、 肯 いてお あ 

げ にな つ て は 如何で) J ざいます」 



「医者に も かかり ましたが、 此の 病気ば かり は、 医者 

の 力で は 駄目で ございます」 

「ほう、 では、 お 医者 様に も 病名 はわから ぬのじ やな」 

玉音 は 黙って うなずいた。 名 音 は 其の 病気に は 何 か 

訳が ぁリ そうだと 思った が、 強いて 聞く こと もで きな 

かった。 玉音 は 其の 夜 を はじめと して 毎夜の ように 苦 

しんだ。 名 音 は 其の 度に 眼 を 覚まして 介抱した が、 し 

だいに 慣れて 後に は 玉音の 苦しむ の も 知らずに いるよ 

うな 事が あった。 

あるひ だんか たいや 

某日 住持 は 檀家の 待 夜に 招かれた ので、 名 音 も 其の 

供 をして ハ$ つたが、 意外に 手間取って 帰った の は 夜の 



まっていた。 彼女 は 今更 実家へ も 帰られな いので、 其 

のま ま 寺へ 転げ こんだ。 

彼女の 心 はす さむ 一 方であった。 彼女 は 不在 勝な 住 

職の 眼 を 忍んで、 其の 寺に 同居して いた 若い 青年 画家 

と 戯れた。 それが 住職に 知れ かかる と、 住職の 不在 中、 

寺の 道具 や 金目な 物 を 売 払って、 其の 青年 画家と K け 

落ちした。 其の こと は 直ぐに 檀家に 知れて 大 問題と な 

り、 住職 は 女に 裏切られた 苦し さと、 厳しい 檀家の 

きゅうもん い し 

轧問 に 耐え かねて 縊死した。 

青年と 蚯け 落ちした 彼女 は、 夜になる と 住職の 

怨霊に 悩まされた。 それと 見た 画家 は 女の 金 を 奪つ 



うです が、 恐らく 彼の 病気 は 癒らない でしよう。 こう 

してお りましても、 玉音さん の 彼の 苦しそう な 声と、 

ぷ き み 

無 鬼 魅な 法 華 僧の 姿が 眼の 前に 浮んで 来ます よ」 

(玉 谷 高 一 氏談) 
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